
「人気温泉旅館ホテル選」に入選

絶
景
の
展
望
風
呂

温
泉
・
浴
場

源
泉
掛
け
流
し
の「
生
」温
泉

温
泉
・
浴
場


の
お
も
て
な
し
を
用
意

接
客
・
サ
ー
ビ
ス

自
然
に
溶
け
込
む
新
客
室

客
室
・
館
内
設
備


年
の
感
謝
を
込
め
創
業
祭

温
泉
・
浴
場

眺
望
抜
群
の
空
中
庭
園
露
天
風
呂

温
泉
・
浴
場

季
節
感
を
大
切
に
し
た
献
立

料
理
・
食
事

自
然
感
じ
る
癒
や
し
の
湯

温
泉
・
浴
場

　
展
望
風
呂
「
美
し
の
湯
」

　
今
年
５
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
信
州
松
本

　
美
ヶ
原
温
泉
　
翔
峰
（
小

林
史
成
社
長
）
。

　
改
装
の
目
玉
は
、
西
の
館

「
天
覧
」
３
階
に
新
設
さ
れ

た
「
展
望
風
呂
　
美
し
の

湯
」
。
浴
槽
の
眼
前
に
水
鏡

を
配
し
、
水
面
が
北
ア
ル
プ

ス
の
山
並
み
を
映
し
出
す
絶

景
が
広
が
る
。浴
室
内
に
は
、

内
湯
ゾ
ー
ン
と
半
露
天
風
呂

ゾ
ー
ン
が
あ
り
、
内
湯
ゾ
ー

ン
に
は
天
然
温
泉
と
シ
ル
ク

バ
ス
、
半
露
天
風
呂
ゾ
ー
ン

に
は
天
然
温
泉
と
炭
酸
風
呂

と
、
合
わ
せ
て
四
つ
の
浴
槽

を
楽
し
め
る
。
そ
の
ほ
か
、

ジ
ャ
グ
ジ
ー
併
設
の
露
天
風

呂
、
低
温
サ
ウ

ナ
を
備
え
る
庭

園
大
浴
場
「
束

間
の
湯
」
も
人

気
の
風
呂
だ
。

　
か
つ
て
は
松

本
城
主
が
保
養

の
た
め
に
建
て

た
別
荘
「
御
殿

の
湯
」が
あ
り
、

現
在
は
国
民
保

養
温
泉
地
に
選

定
さ
れ
て
い
る

美
ヶ
原
温
泉
。

落
ち
着
い
た
雰

囲
気
の
湯
の
里

で
、
一
度
は
足

を
運
ん
で
み
た
い
湯
の
街

だ
。

　
▽
翔
峰
は
長
野
県
松
本
市

大
字
里
山
辺
５
２
７
。
☎
０

２
６
３（
３
８
）７
７
１
１
。

http://www.hotel-shoho.jp/

　
蛍
あ
か
り
の
湯

　
松
乃
井
全
景

　
群
馬
県
の
水
上
温
泉
、
源

泉
湯
の
宿
　
松
乃
井
（
戸
澤

千
秋
社
長
）
は
、
四
つ
の
自

社
源
泉
を
有
し
て
い
る
。
湯

は
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
す
べ
す

べ
と
し
た
質
感
が
特
長
。
湯

量
は
毎
分
４
５
８
・
１
㍑
と
、

そ
の
豊
富
さ
は
水
上
随
一
を

誇
る
。

　
源
泉
を
で
き
る
か
ぎ
り
外

気
に
触
れ
さ
せ
な
い
よ
う
、

湯
殿
の
底
か
ら
直
接
湧
き
上

が
ら
せ
る
こ
と
で
温
泉
の
鮮

度
を
保
っ
て
い
る
。
こ
の
源

泉
掛
け
流
し
の
温
泉
を
、
松

乃
井
は
「
『
生
』
温
泉
」
と

表
現
し
、
大
切
に
守
っ
て
い

る
。

　
自
慢
の
温
泉
は
、
露
天
風

呂
・
大
浴
場
「
月
あ
か
り
の

湯
」
「
火
あ
か
り
の
湯
」

「
蛍
あ
か
り
の

湯
」
、
貸
し
切

り
露
天
風
呂
な

ど
で
楽
し
め
、

「
湯
め
ぐ
り
が

堪
能
で
き
る
」

と
評
判
だ
。

　
月
あ
か
り
の

湯
は
、
生
温
泉

を
存
分
に
楽
し

め
る
。
常
連
客

も
多
く
、
併
設

の
ナ
ッ
ピ
ン
グ

ル
ー
ム
（
サ
ウ

ナ
）
に
本
を
持

ち
込
み
、
思
い

思
い
の
過
ご
し
方
を
楽
し
む

人
も
多
い
。

　
蛍
あ
か
り
の
湯
は
、
見
え

隠
れ
す
る「
蛍
」が
テ
ー
マ
。

蛍
を
模
し
た
演
出
照
明
で
、

１
年
中
淡
い
あ
か
り
の
暖
か

み
を
表
現
す
る
。

　
火
あ
か
り
の
湯
は
、
夜
間

に
「
た
い
ま
つ
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
揺
ら
め

く
火
の
よ
う
な

照
明
が
周
囲
を

照
ら
す
。

　
星
空
の
湯

は
、
家
族
や
カ

ッ
プ
ル
な
ど
小

グ
ル
ー
プ
が
生

温
泉
を
満
喫
す

る
の
に
ぴ
っ
た

り
。
カ
ン
テ
ラ

の
湯
は
、
照
明

を
カ
ン
テ
ラ
風

に
し
て
幻
想
的

な
雰
囲
気
を
醸

す
。

　
全
て
の
風
呂
は
「
め
ぐ
り

湯
回
廊
」
で
つ
な
が
り
、
館

内
を
経
由
し
な
く
て
も
回
廊

を
通
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
風
呂

に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
敷
地
内
に
は
、
谷
川
岳

か
ら
の
地
下
水
が
６
カ
所
の

滝
を
作
り
、
１
万
坪
の
日
本

庭
園
が
水
上
の
自
然
の
美
し

さ
を
表
現
し
て
い
る
。

　
料
理
に
も
こ
だ
わ
っ
た
松

乃
井
は
、
群
馬
県
か
ら
「
地

産
地
消
推
奨
の
宿
」
の
称
号

を
得
て
、
地
元
食
材
の
魅
力

を
追
求
し
続
け
て
い
る
。
温

泉
と
料
理
に
心
の
こ
も
っ
た

サ
ー
ビ
ス
が
加
わ
り
、
ス
タ

ッ
フ
一
同
「
お
も
て
な
し
の

心
」
で
日
夜
業
務
に
当
た
っ

て
い
る
。

　
▽
源
泉
湯
の
宿
　
松
乃
井

は
群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み

町
湯
原
５
５
１
。
☎
０
２
７

８（
７
２
）３
２
０
０
。htt

p://www.matsunoi.com/

　きめ細やかな心配り

　「
本
陣
平
野
屋
　
花
兆
庵
」

（
有
巣
秀
司
社
長
）
は
、
飛

騨
の
小
京
都
、
高
山
の
中
心

に
建
つ
古
都
の
風
情
あ
ふ
れ

る
宿
。

の
部
屋
に

人
の

お
も
て
な
し
ス
タ
ッ
フ
で
対

応
。
き
め
細
や
か
な
心
配
り

で
上
質
な
大
人
の
宿
の
ひ
と

と
き
を
楽
し
め
る
。

　
同
館
で
は
１
０
０
の
お
も

て
な
し
を
用
意
。
そ
の
一
つ

と
し
て
、
夕
食
は
事
前
に
予

約
す
る
と
客
室
か
料
亭
か
好

き
な
場
所
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
苦
手
な
食
材
や
ア
レ

ル
ギ
ー
食
材
も
で
き
る
限
り

対
応
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
や
高
速
バ
ス
利
用
者

向
け
に
は
到
着
時
間
に
合
わ

せ
て
、
Ｊ
Ｒ
高
山
駅
、
高
山

バ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
迎
え
に

行
く
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
前
の

時
間
の
迎
え
や
、
荷
物
だ
け

の
お
預
か
り
に
も
対
応
。
翌

日
の
荷
物
預
か
り
も
し
て
お

り
、
同
館
か
ら
徒
歩
１
分
で

行
け
る
高
山
陣
屋
や
古
都
を

到
着
か
ら
出
発
ま
で
ゆ
っ
く

り
と
観
光
で
き
る
。

　
マ
イ
カ
ー
の
預
か
り
や
、

朝
食
後
も
布
団
を
上
げ
な
い

サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
好
評
。

　
料
理
は
、
飛
騨
の
旬
の
野

菜
と
産
地
直
送
の
海
の
幸
を

組
み
合
わ
せ
た
献
立
。
献
立

は
季
節
に
こ
だ
わ
り
ひ
と
月

ご
と
に
変
わ
る
。

　
▽
本
陣
平
野
屋
　
花
兆
庵

は
岐
阜
県
高
山
市
本
町
１
の


。
☎
０
５
７
７
（
３
４
）

１
２
３
４
。http://www.hon

jinhiranoya.com/

　
全
て
の
部
屋
か
ら
富
士
山

と
河
口
湖
を
一
望
す
る
眺
望

抜
群
の
宿
「
風
の
テ
ラ
ス
Ｋ

Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ
」
（
宮
下
明
壽

社
長
）
。
天
空
に
浮
か
ぶ
露

天
風
呂
が
自
慢
だ
が
、
昨
年

４
月
、
「
展
望
館
」
が
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
。
新
感
覚
の
ウ
ォ

ー
タ
ー
テ
ラ
ス
（
温
泉
露
天

風
呂
）
付
き
客
室
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。

　
室
内
に
足
湯
、
寝
湯
も
付

い
た
露
天
風
呂
を
装
備
。
湖

と
目
線
が
一
体
と
な
る
設
計

で
、
ま
る
で
大
自
然
に
溶
け

込
む
よ
う
な
感
覚
だ
。
足
湯

は
広
く
、
皆
で
楽
し
め
る
の

が
特
徴
。

　
「
ス
ー
ペ
リ
ア
テ
ラ
ス
ル

ー
ム
」
（

平
方
㍍
）
は
そ

の
名
の
通
り
、
客
室
に
入
っ

た
瞬
間
、
テ
ラ

ス
に
い
る
よ
う

な
感
覚
に
陥

る
。
従
来
の
座

椅
子
と
座
卓
で

は
な
く
、
デ
イ

ベ
ッ
ド
の
上
で

く
つ
ろ
い
で
も

ら
う
新
し
い
過

ご
し
方
の
提
案

だ
。

　
「
コ
ー
ナ
ー

テ
ラ
ス
ル
ー

ム
」
（

平
方

㍍
）
は
座
室

（
和
室
）タ
イ
プ
で
、家
族
、

仲
間
な
ど
５
人
ま
で
利
用
可

能
。

　
▽
風
の
テ
ラ
ス
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｎ
Ａ
は
山
梨
県
南
都
留
郡
富

士
河
口
湖
町
浅
川

。
☎
０

５
５
５（
８
３
）３
３
３
３
。

http://kukuna.jp/

ス
ー
ペ
リ
ア
テ
ラ
ス
ル
ー
ム
の
ウ

ォ
ー
タ
ー
テ
ラ
ス
（
露
天
風
呂
）

　
秋
の
露
天
風
呂

離れ露天風呂

　
弘
法
大
師
が
発
見
し
た
逸

話
が
あ
り
、
１
千
年
に
も
及

ぶ
長
い
間
、
繁
栄
し
て
き
た

あ
つ
み
温
泉
。
江
戸
時
代
に

は
庄
内
藩
の
湯
役
所
が
設
け

ら
れ
、
殿
様
の
湯
治
場
と
し

て
栄
え
た
。
湯
治
客
の
泊
ま

る
宿
が
並
び
温
泉
街
の
情
景

を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

湯
治
客
が
食
材
を
買
う
た
め

の
朝
市
は
約
２
６
０
年
前
か

ら
始
ま
り
、
今
日
も
続
い
て

い
る
。
萬
国
屋
（
前
田
新
一

社
長
）
は
江
戸
時
代
　
寛
文

９
年
に
創
業
し
、
来
年
で
３

５
０
年
を
迎
え
る
老
舗
宿

だ
。
９
月
か
ら
３
５
０
年
の

感
謝
を
込
め
創
業
祭
を
開
催

す
る
。

　
大
浴
場
は
、
大
き
な
窓
か

ら
の
景
色
と
源
泉
掛
け
流
し

の
温
泉
が
特
徴
の
「
桃
源
山

水
」
、
ミ
ク
ロ
の
気
泡
に
よ

る
刺
激
が
心
地
よ
い
シ
ル
ク

バ
ス
「
楽
山
」
、
広
々
と
し

た
「
楽
水
」
の
３
種
を
そ
ろ

え
る
。
野
趣
あ
ふ
れ
る
庭
園

大
露
天
風
呂
「
桃
里
の
湯
」

は
、
季
節
の
香
り
を
肌
で
感

じ
な
が
ら
源
泉
掛
け
流
し
の

湯
に
つ
か
る
と
い
う
ぜ
い
た

く
さ
だ
。

　
い
ず
れ
も
時

間
帯
で
の
男
女

入
れ
替
え
制
。

「
時
間
を
ず
ら

し
て
入
れ
ば
、

趣
の
異
な
る
全

て
の
風
呂
を
満

喫
で
き
る
」
と

大
滝
春
一
総
支

配
人
。

　
源
泉
掛
け
流

し
の
二
つ
の
貸

し
切
り
風
呂

は
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
な
時
を
大

切
に
す
る
家
族

や
カ
ッ
プ
ル
に

人
気
だ
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
を

楽
し
む
の
は
離
れ
が
お
す
す

め
。
静
か
な
佇
ま
い
の
離
れ

「
フ
ォ
レ
セ
ゾ
ン
八
花
苑
」

は
露
天
風
呂
付
き
の
客
室
が

８
室
あ
り
、
ベ
ッ
ド
付
き
の

和
洋
室
と
和
室
の
２
タ
イ
プ

を
選
択
で
き
る
。
専
用
露
天

風
呂
が
源
泉
掛
け
流
し
で


時
間
い
つ
で
も
入
れ
る
の
で

人
気
の
部
屋
だ
。

　
源
泉
は
温
度
が

度
あ

り
、
大
変
温
ま
り
い
つ
ま
で

も
ポ
カ
ポ
カ
す
る
。切
り
傷
、

神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
婦
人

病
な
ど
に
効
能
が
あ
る
。
酸

性
度
が
ｐ
Ｈ
７
・
３
と
ほ
ぼ

中
性
で
人
の
肌
に
近
く
優
し

い
。
デ
リ
ケ
ー
ト
な
肌
に
は

最
適
だ
。
赤
ち
ゃ
ん
の
温
泉

デ
ビ
ュ
ー
の
利
用
も
多
く
、

貸
し
切
り
風
呂
、
替
え
の
お

む
つ
、
ミ
ル
ト
ン
な
ど
の
特

典
が
付
く
「
赤
ち
ゃ
ん
プ
ラ

ン
」
も
人
気
だ
。

　
▽
萬
国
屋
は
山
形
県
鶴
岡

市
湯
温
海
丁
１
。
☎
０
２
３

５（
４
３
）３
３
３
３
。htt

p://www.bankokuya.jp/

　
空
中
庭
園
露
天
風
呂

　
多
彩
な
料
理
が
並
ぶ
ブ
ッ
フ
ェ

　
栃
木
県
・
鬼
怒
川
温
泉
の

老
舗
旅
館
、
あ
さ
や
（
八
木

澤
哲
男
社
長
）
は
、
自
家
源

泉「
子
宝
の
湯
」を
所
有
し
、

豊
富
な
湯
を
た
た
え
た
多
彩

な
風
呂
が
人
気
だ
。

　
湯
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温

泉
で
肌
触
り
が
良
い
。
さ
ま

ざ
ま
な
風
呂
が
、
吹
き
抜
け

ロ
ビ
ー
が
華
や
か
な
「
秀
峰

館
」
、
和
の
情
緒
が
漂
う

「
八
番
館
」
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。

　
秀
峰
館
の

階
、
展
望
抜

群
の
空
中
庭
園
露
天
風
呂
は

川
面
か
ら
約

㍍
と
い
う
、

鬼
怒
川
で
最
も
高
い
場
所
に

位
置
す
る
。
鬼
怒
川
ラ
イ
ン

下
り
で
使
用
す
る
舟
の
浴
槽

に
加
え
、
山
々
を
眺
め
な
が

ら
入
浴
で
き
る
立
ち
湯
、
空

を
見
上
げ
る
寝

湯
な
ど
、
９
種

の
湯
船
を
楽
し

め
る
。

　
秀
峰
館
に
男

性
用
大
浴
場

「
麻
の
湯
」
、

女
性
用
大
浴
場

「
紅
葉
の
湯
」、

貸
し
切
り
風
呂

「
打
ち
出
の
小

槌
の
湯
」
が
あ

る
。
八
番
館
に

は
「
滝
の
湯
」

が
あ
り
、
男
女

そ
れ
ぞ
れ
の
大

浴
場
に
露
天
風
呂
、
座
湯
が

あ
る
。
女
性
客
に
は
ナ
ノ
ミ

ス
ト
サ
ウ
ナ
や
シ
ル
キ
ー
風

呂
が
お
す
す
め
。

　
客
室
数
は
１
９
２
室
。
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
な
和
室
や
洋

室
、
露
天
風
呂
付
き
客
室
な

ど
、
好
み
で
選
べ
る
多
様
な

客
室
を
用
意
し
て
い
る
。

　
今
年
７
月
に

は
八
番
館
の
貴

賓
室
と
個
室
料

亭
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ

ン
。
地
元
栃
木

の
伝
統
工
芸
品

「
鹿
沼
組
子
」

が
「
和
」
の
空

間
を
引
き
立

て
、
高
級
感
を

醸
す
。

　
食
事
は
ブ
ッ

フ
ェ
が
人
気
。

旬
の
素
材
を
和

洋
中
１
０
０
種

以
上
の
料
理
で
提
供
。
オ
ー

プ
ン
キ
ッ
チ
ン
で
は
目
の
前

で
天
ぷ
ら
、
ス
テ
ー
キ
な
ど

を
調
理
す
る
。ピ
ザ
窯
で
は
、

焼
き
た
て
の
石
窯
ピ
ッ
ツ
ァ

を
提
供
し
て
い
る
。
デ
ザ
ー

ト
コ
ー
ナ
ー
も
充
実
。
プ
ラ

ン
に
よ
っ
て
個
室
料
亭
や
ダ

イ
ニ
ン
グ
で
の
会
席
料
理
を

選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

　
館
内
施
設
で
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
ク
テ
ル
な
ど
が
味
わ

え
る
バ
ー
「
ザ
・
バ
ー
」
、

地
酒
や
焼
酎
が
楽
し
め
る
和

モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
の
居
酒
屋

「
き
ぬ
の
蔵
」
も
好
評
。

　
大
好
評
の
「
あ
さ
や
特
製

和
牛
カ
レ
ー
」
も
発
売
中
。

ブ
ッ
フ
ェ
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

が
味
わ
え
る
。

　
▽
あ
さ
や
は
栃
木
県
日
光

市
鬼
怒
川
温
泉
滝
８
１
３
。

☎
０
２
８
８
（
７
７
）
１
１

１
１
。http://www.asaya-ho

tel.co.jp/

　
日
光
観
光
に
便
利
な
立
地

　
秋
の
特
選
懐
石
膳（
月
替
わ
り
・
一
例
）

　
日
光
東
照
宮
か
ら
歩
い
て

５
分
の
特
別
景
勝
地
に
建
つ

栃
木
県
日
光
温
泉
の
純
和
風

旅
館
「
日
光
千
姫
物
語
」

（
根
本
芳
彦
社
長
）
。

　
客
室
は
日
本
古
来
の
和
風

美
を
表
現
し
て
い
る
。
大
き

く
取
っ
た
南
側
の
窓
は
山
と

渓
谷
を
望
み
、
四
季
折
々
の

素
晴
ら
し
い
眺
め
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。
特
に
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
は
正
面
の
「
鳴
虫

山
」
が
全
面
に
色
付
き
圧
巻

の
眺
め
だ
。

　
夕
食
の
月
替
わ
り
懐
石
料

理
「
千
姫
御
膳
」
は
、
旬
の

食
材
を
丁
寧
に
選
び
、
手
作

り
に
こ
だ
わ
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
懐
石
料
理
。
名
産
の
「
日

光
湯
波
」
や
地
産
の
野
菜
な

ど
を
使
い
季
節

感
を
大
切
に
し

た
献
立
作
り
を

心
が
け
て
い

る
。
中
で
も
、

総
料
理
長
が
精

魂
こ
め
た
特
製

出
汁
（
だ
し
）

で
い
た
だ
く

「
千
姫
風
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
」
は

特
に
好
評
で
、

「
出
汁
ま
で
全

部
飲
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
」
と

い
う
お
客
さ
ま

も
多
い
と
の
こ
と
。

　
県
産
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
「
と

ち
ぎ
和
牛
」
等
、
さ
ら
に
吟

味
さ
れ
た
食
材
を
存
分
に
あ

し
ら
っ
た
「
厳
選
懐
石
膳
」

も
好
評
で
、
宿
泊
が
「
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
」
の
場

合
に
提
供
さ
れ
る
。

　
朝
食
は
「
和

食
」か「
洋
食
」

の
選
択
制
。
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
時

に
１
人
ず
つ
選

ぶ
こ
と
が
で
き

る
の
も
う
れ
し

い
サ
ー
ビ
ス

だ
。

　
同
館
の
も
う

一
つ
の
こ
だ
わ

り
は
浴
場
。
サ

ウ
ナ
付
き
大
浴

場
、
露
天
岩
風

呂
も
あ
り
、
大

谷
川
や
山
々
を

眺
め
な
が
ら
湯

浴
み
が
楽
し
め
る
。

　
男
性
に
は
ミ
ス
ト
サ
ウ

ナ
、
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
。
女
性

に
は
肌
や
髪
に
潤
い
を
与
え

る
「
テ
ル
マ
ー
レ
ミ
ス
ト
サ

ウ
ナ
」
や
、
ミ
ル
ク
の
よ
う

に
き
め
細
や
か
な
マ
イ
ク
ロ

バ
ブ
ル
の
効
果
で
ス
ベ
ス
ベ

お
肌
と
温
熱
効
果
が
期
待
で

き
る
「
シ
ル
キ
ー
バ
ス
」
な

ど
、
美
容
効
果
の
高
い
施
設

を
備
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
別
棟
の
本
格
エ
ス

テ
＆
ス
パ
「
日
光
美
人
」
で

は
通
常
の
エ
ス
テ
の
ほ
か
に

「
酵
素
風
呂
」
（
３
千
円
税

別
）
な
ど
を
楽
し
め
る
。

「
女
性
に
や
さ
し
い
宿
」
と

う
た
っ
て
い
る
当
館
な
ら
で

は
だ
ろ
う
。

　
▽
日
光
千
姫
物
語
は
栃
木

県
日
光
市
安
川
町
６
の

。

☎
０
２
８
８
（
５
４
）
１
０

１
０
。http://www.senhime

.co.jp/

　
立
ち
湯
「
雪
月
花
」

　
扉
温
泉
明
神
館
（
齊
藤
忠

政
社
長
）
は
、
自
然
に
囲
ま

れ
た
渓
谷
の
ス
パ
＆
リ
ゾ
ー

ト
。
神
様
が
湯
治
に
訪
れ
た

と
い
う
神
話
が
残
る
土
地
に

佇た
た
ず

み
、
三
つ
の
浴
場
で
癒

や
し
の
湯
を
堪
能
で
き
る
。

厳
格
な
審
査
を
ク
リ
ア
し
た

ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
け

が
加
盟
を
認
め
ら
れ
る
国
際

的
な
組
織
ル
レ
・
エ
・
シ
ャ

ト
ー
に
加
盟
し
て
い
る
。

　
立
ち
湯
「
雪
月
花
」
は
、

わ
さ
び
沢
の
渓
谷
側
が
開
放

さ
れ
、
立
っ
た
姿
勢
で
腰
ま

で
浸
か
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
緑
、紅
葉
、雪
景
色
な
ど
、

四
季
の
自
然
が
目
の
前
に
広

が
る
。
露
天
風
呂
付
き
大
浴

場
「
白
龍
」、寝

湯
「
空
山
」
も

自
然
を
感
じ
な

が
ら
寛
げ
る
。

　
客
室
は
和
、

洋
さ
ま
ざ
ま
な

タ
イ
プ
で
計


室
。
こ
の
う
ち

露
天
・
半
露
天

風
呂
付
き
が


室
。
料
理
は
、

自
家
製
の
無
農

薬
野
菜
や
旬
の

食
材
に
こ
だ
わ

り
、
夕
食
は
日

本
料
理
、
フ
レ

ン
チ
の
い
ず
れ

か
か
ら
選
べ
る
。

　
▽
扉
温
泉
明
神
館
は
長
野

県
松
本
市
入
山
辺
８
９
６

７
。
☎
０
２
６
３
（
３
１
）

２
３
０
１
。http://www.tob

ira-group.com/myojinkan/

（１３） 第２９５２号第３種郵便物認可２０１８年（平成３０年）８月３１日（金曜日）


